
フラッシュバルブ本体に止水栓を接続する際は、
以下手順に従って確実に取り付けを行ってください。
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①止水栓に連結管を挿入する。

止め輪が止水栓端面に
当たるまで連結管を挿
入してください。

挿入前に止め輪が正しくV溝にはまっていること
を確認してください。

止水栓と袋ナットのすき間が約1mmとなること。

正しい位置 誤った位置 （例）

（約１mm以上すき間が開いている場合は、連結
   管の挿入不良または袋ナットの締め付け不足の
   可能性があるため、手直ししてください。）

※詳細は施工説明書の施工手順をご確認ください。

V溝部にある状態 Oリング溝に入っている状態

注　意

注　意

施工業者さまへのご注意

止め輪が変形している場合は使用しないでください。止め輪と袋ナットは確実に
施工してください。（正しく施工されていない場合、水が噴き出て、家財などを
濡らす財産損害発生のおそれがあります。）

②工具を使って袋ナットを確実に締め付ける。
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